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　　　　　　　　　　JEMISMILES に よ る BrO 観測
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JEMiSMILES は 4K 冷却 さ れ た 検 出器 で 03，　HCI ，

CIO
，
　HOCI

，
　HO

コ，　BrO，　CH3CN ，　HNO ，，03 同位体等を

サ ブ ミ リ波帯 で こ れ まで の 衛星観測 に は 無 い 精 度で

2009 年 10 月 12 日か ら 2010 年 4 月 21 日の 局部発

振器動作停止 まで 観測 した ．BrO は SMILES の 観測

対象の 中で も，（i）輝度温度 レペ ル が低 く，（ii）よ り強

い 03同位体に overlap され て お り正確な retrieval に

は 努力が必要 で あ る．こ れ まで ，分光器（AOS ）の 周波

数校正1装置関数 の 改 善，非 直線性 の 考慮 ， そ の他の

様々な Retrieval手法 の 改 善 を行 っ て きた ．今回は ，

最 新 の L2　 v2 ．3〆2．4 の 導 出 手 法 と
， 初 期 の 結 果

（Kikuchi　et　al，2010）か ら若干異 な る
一

般的 に モ デ ル

研究な どで 採用 され て い る Bry値 と良 く
一

致 した鉛

直分布が得 られ た こ とに つ い て報告す る．

　Fig．1 は ，昼間の BrO ス ペ ク トル の Fitting結果を

示 す．ス ペ ク トル が 重 な る
i7000

が卓越 して お り．
retrieval に は （1）周波数校正精度（Ozeki　et　al．2012），

（2）AOS 装置関数の 知識（Ozeki　et　aL 　2011，Mizobuchu

et　al．2012），（3） SidcBand の 考慮（Takahashi　et　al．

2011），（4）非線形性 な ど輝 度校正 の 正確 さ（Ochiai　 et

al．2011），（5） 17000
，

8iBrO
の 分 光学 的情報精 度

（Ozeki　et　al．2012），（6）安定な解を得る retrieval 手法

（Mitsuda　et　al．2011）， （7）高精度か つ 高速 な Forward

M 〔〕dc1 計算（Takahashi・et・al．2010 ，　lmai　et　al．　2010）な ど

が要求され る．

　 我 々 は AOS 全周波数域 を同時に解い て い る た め

Baseline　fittingに微量気体の L2 が 大 き く影響 され

る．SMILES の AOS は高輝度の地表面観測後に 成層

圏気体 を観測す るため ， AOS 結晶の 温 度変化 と推定

され る現象 の 結果 ，57s観測周期内で baselineが大 き

く変動す る（Suzuki　et　aL 　2012），
こ の た め ClO，　HO2 ，

HOC1 ，
　BrO などは夜間に値が 0 とな る こ と を用 い

Bias補正 を行う必要が あ る．そ の 結 果，　SMILES 　BrO

の 値は初期 の 報告（Kikuchi　et　ai，2010）と事 な りこ れ

まで 広 く用 い られ て きた Bry の 値 と大 き く異 な らな

い 結果が 暫定的に得 られ た （Fig，2），分光学的情報な

どの 確認が必要で ある が ，こ の 値は JPL の 大 気球実

験 と良 く整合 す る（Stachnik　 et　 al．2012 ）．
一

方，　R ．

Salavitchらが最近提 唱 して い る高 い Bry値 を支持 し

な い 結果 とな っ た．
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Fig、　l　SMILES 　BrO　spectrum 　in　Band　C　at　rh¢ 30　km．　Uppef
panel　shows 　the 　observed 　SMILES 　spectrum （red ），重he　f（｝rward
ca ｝culation 　　（green　　（麈o 総）、　and 　　calculated 　　Br（）　　brightness
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Fig，2SMILES 　L2　v2 ．3　BrO 　zor 鑑al　mean 　pτo釦［e　in　Oc し 12−15
at　the　N25 −N49 　region ．　Bias　correction　using 　nighttime 　 mean

伽 ring 　Oc しi2−23．　Blue　dots二 BrO．　Pale　blue　tine＝RMS 　Error．

gray　line＝apriori ，1．配．　model 　vaiue 　from　N ］ES −CCSR 　CGCM ・
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